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Senal Dilutions of Antibody
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	この遺伝子は、Notchファミリーのメンバーをコードしています。このタイプ1膜貫通タンパク質ファミリーのメンバーは、複数の上皮成長因子様（EGF）リピートからなる細胞外ドメイン、および複数の異なるドメインタイプからなる細胞内ドメインなどの構造特性を共有しています。Notchファミリーのメンバーは、細胞運命決定を制御することで、さまざまな発生プロセスにおいて役割を果たしています。Notchシグナル伝達ネットワークは、物理的に隣接する細胞間の相互作用を制御する、進化的に保存された細胞間シグナル伝達経路です。ショウジョウバエでは、Notchとその細胞結合リガンド（デルタ、セレート）との相互作用により、発生において重要な役割を果たす細胞間シグナル伝達経路が確立されています。Notchリガンドのホモログはヒトでも同定されていますが、これらのリガンドとヒトNotchホモログとの正確な相互作用はまだ解明されていません。このタンパク質はトランスゴルジ体ネットワークで切断され、ヘテロ二量体として細胞表面に提示されます。このタンパク質は膜結合型リガンドの受容体として機能し、血管、腎臓、肝臓の発達に関与している可能性がある。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっている。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	NOTCH2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

